施工管理フロー


［施工管理整理図書］　　　　　　　　［提出要領等］


月別出来高報告書�
実績進捗率が計画進捗率に対し、10％以上遅延した場合は、遅延事由を明記し回復工程表を提出する。�
�
工事工程表�
月末毎に当初もしくは変更工程表に出来高を月別に色分けし、出来高工程曲線にも実績率を赤色で記入する。順次追加する方法とする。�
�
工事写真�
２～３ヶ月毎に出来形状況全景写真を提出する。�
�



出来形図�
設置数量を表すときは平面図に、出来形寸法を明示（朱書き）するときは工種に応じて展開図、縦断図、構造図、杭偏心出来形図等にそれぞれ写真を添付し、規格値等も表示すること。�
�
出来高計算書


数量計算書�
任意の様式とするが、種類が多い場合は総括計算書を作成する。�
�
出来形成果表


工種別成果表�
所定の様式により、各工種の出来形成果表を作成する。�
�



材料納入伝票等�
工種別・規格別に分類し取りまとめる。�
�
注入材料集計表�
薬注、グラウト注入材料について作成する。�
�
各種材料試験成績表�
材料毎の所定の期間内に試験されたものを提出する。�
�



試験データ資料�
工種別・規格別に作成する。


ヒストグラム・工程能力図・管理図は連続打設の場合で資料数に応じて作成する。�
�
測定(試験)値


成果一覧表�
�
�
ヒストグラム�
�
�
工程能力図�
�
�
管理図�
�
�
試験実施状況写真�
個別試験結果表毎に添付する。�
�
鉄筋・鋼材試験成績表�
ミルシート及び公的試験機関等による試験成績表を提出する。�
�
コンクリート・鋼製


2次製品等�
JIS製品及びJIS相当品以外のもので、著しく多量に使用するものまたは、重要な資材については、工場立会検査等を行う。�
�



※各種試験・計量機器類については、それぞれの検定証明書を提出すること。








再生資源利用書等�
建設副産物の発生状況に応じて、作成する。


施工計画書に含めて提出する。�
�






安全訓練等の実施


状況報告�
ビデオ等又は工事報告(工事月報)により報告する。


監督職員が臨場した場合は省略できる。�
�






［検査関係調書］





工事内容に応じた適切な工程管理手法による。


（ネットワーク、バーチャート、斜線式工程表等）





工程管理整理図書の作成要領（案）による。





出来形管理基準により管理し、設計値と実測値を対比して記録した出来形図又は出来形成果表等を作成する。





　出来形管理整理図書の作成要領(案)によるが、特に次の点に留意する。


(1)作成にあたっては、施工順に記入する。


(2)単体構造物は出来形図で管理し、さらに重要物については出来形成果表等を作成する。


(3)連続構造物については出来形図、出来形計算書及び出来形成果表を作成する。


(4)出来形管理計画表(例)の解説(施工計画書作成要領(案))を参照する。


(5)指定仮設物についても、工事目的物に準じて出来形管理を行う。





　品質管理基準により管理し、その内容に応じて工程能力図又は品質管理図表（ヒストグラム、“－Ｒ、Ｘ－RsーRm等）を作成する。





　品質管理整理図書の作成要領(案)によるが、特に次の点に留意する。


(1)施工順序に従って、工種別、材料規格別に記入する。


(2)品質管理計画表を作成する。





工事写真撮影フロー(別紙)





施工管理基準(案)「再生資源利用書等の調書の提出」により実施する。





安全衛生委員会の設置、作業別重点安全管理項の設定、安全訓練の実施等による。





［施工管理方法］





安全管理





出来形管理





施工管理





※検査関係調書については、受注者が完了検査等の受検時に所定の様式により検査職員に提出する。





品質管理調書





使用材料総括一覧表





使用届一覧表





出来形管理調書





再生資源の利用促進





工事写真





品質管理





工程管理








